
審査項目表
業務名 教育旅行誘致事業業務

業務推進体制・知見
・本業務を円滑に遂行するための組織体制（連絡・情報共有体制等）が整備されているか。
・統括責任者は奈良市の特色や観光施策を理解し、十分な管理能力を有しているか。

同種・類似業務の実績 ・過去に自治体や観光協会等における「教育旅行誘致」や「実態調査・マーケティング」の受託実績、ノウハウがあるか。

調査・分析のアプローチと創意
工夫

・200件以上の調査目標を確実に達成するための具体的かつ実現可能な手法が提示されているか。
・単なる調査にとどまらず、協力校が奈良への教育旅行に意欲・関心を持つような創意工夫があるか。

重点ターゲット選定とトッププ
ロモーション

・10校程度の重点ターゲット校を絞り込むための分析ロジックは明確か。
・発注者同行による5校以上の直接訪問（アポ取得含む）を成功させるためのネットワークや確実性があるか。

データベースの構築・運用性
・調査・ヒアリング結果を、次年度以降も発注者が継続的な営業活動に利活用しやすいよう、一元管理された電子データとして構築する提
案（項目選定や操作性）がなされているか。

ファムトリップの企画・実施
（コンテンツの魅力発信）

企画内容とターゲット選定
・1泊2日の行程において、教諭の採用意欲を刺激する奈良市の教育コンテンツが効果的に盛り込まれているか。
・目標数（10〜15名程度）の担当教諭を確実に集客するためのアプローチ策があるか。

15

運行管理・安全対策 ・関係法令を遵守した適正な車両手配、および安全運行のための体制が整っているか。

リスク管理とアンケート調査
・荒天時等の代替対応策が具体的に想定されているか。
・宿泊10校程度に対するアンケート調査を効果的に実施し、今後の課題抽出に繋げる工夫があるか。

進捗管理・報告体制
・実施計画書に基づく月次報告や、目標値（KPI）達成が困難な場合のリカバリー策が明確か。
・打合せ協議の議事録作成を含め、迅速かつ緊密な連携が取れるか。

コンプライアンスとデータ管理
・成果品の所有権・著作権の帰属を理解し、他者の権利侵害を防ぐ対策があるか。
・守秘義務および個人情報保護法を遵守するための管理体制が整っているか。

積算の妥当性
（コストパフォーマンス）

積算内容の適切性 ・予算上限（6,000,000円）の範囲内で、各業務（調査、ファムトリップ、バス運行等）の積算内訳が合理的かつ妥当であるか。 10

合計 100

配点審査項目

実施体制・事業者実績
（基礎的な遂行能力）

15

首都圏実態調査・分析
及びDB構築

（業務の核心・定量目標の達
成）

評価項目 評価ポイント

若草山夜景観賞バス運行特典

業務管理・成果品・コンプライ
アンス

（事業全体のクオリティ管理）

35

15

10


